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S-4 温暖化の危険な水準及び温室効果ガス安定化レベル検討のための温暖化影響の総合的評 

価に関する研究 

１．統合評価モデルによる温暖化の危険な水準と安定化経路に関する研究 

 旧（４）気候変動に関するリスクマネージメント方法論の確立に関する研究 
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［要旨］環境負荷の増大に伴う気候変動リスクへの社会的関心の高まりのもと、IPCCなどによっ

て示された研究成果をはじめとする科学的知見の蓄積が進展、さらには資源配分の効率性と公平

性の両面において気候変動リスクをめぐる社会的な費用負担感が増大するなか、当該リスクの特

性を考慮した「リスク」ベースの取組や意思決定が求められている。気候セキュリティへの対応

を念頭に、気候変動問題へのリスクマネジメント手法適用の意味を、特にその期待効果の面から

探ってみると、「気候変動起因リスク研究の統合化・総合化に向けたプラットフォームの形成」

「気候変動起因リスク事象等の比較・評価フレームならびにツールの提供」「『科学』『社会』

間のコミュニケーション・フレームならびにツールの提供」等を挙げることができる。気候変動

問題はその特性が故に、そのリスクそのものの利害関係者間での理解・共有の促進、関係者間で

の相互調整と協働関係の形成に資する「リスクコミュニケーション」の意義は極めて大きい。具

体的には、①気候変動リスクへの対策（緩和策・適応策）実施それ自体の必要性・重要性や優先

順位づけに関する社会的合意の形成、②国民運動の促進・定着や企業のCSR行動の喚起など主に規

範的・倫理的側面への働きかけを中心とした気候変動リスクへの対策（緩和策・適応策）実施に

当たっての実効性の向上、③気候変動リスクの不確実性や予見不可能な事象発生への社会的対応

力の強化、等への寄与が期待される。一方で、気候変動問題へのリスクマネジメント手法適用の

具現化に向けた主な課題としては、「波及的影響領域や高温化シナリオ領域等の未想定領域の存

在」「リスク影響対象（主体）の多様性」「多彩な研究領域の広範な主体の参画と研究データや

研究成果等に関する情報共有・知見統合等の難しさ」「科学的不確実性の存在」「『リスク』ベ

ース情報の取扱いに対するリテラシーの不十分さや仕組み・体制の未整備」「主に政策面や対策

反映面でのマネジメントシステムの未整備」等を指摘し得る。 
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１．はじめに 

気候変動枠組み条約における究極目標の達成への道筋において、科学的知識に関する認識、課

題の共有化、それらを踏まえた研究の推進、強化等を進めつつ、気候変動リスクマネジメントの
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